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飯山市 の歴史

第31回　飯山市民芸術祭

「創造と参加するよろこび」

【参加団体・個人一覧】（順不同・敬称略）

○展示発表
日時
4月23日(土 )午前９時～午後６時
　     24日(日 )午前９時～午後4時30分
会場
飯山市公民館・飯山市美術館
【参加団体・個人一覧】（順不同・敬称略）

○舞台発表
日時
4月１７日（日）午前９時３０分～
会場
飯山市民会館ホール（城山）

◎お問合せ：飯山市民芸術祭事務局（飯山市民会館内　℡62-3341）

人々の暮らしを見守る道祖神
道祖神は、村境・道ばたに立っ
て疫病神が村に入るのを防ぐ
ほか、豊作や交通安全、子孫
繁栄など、人々の身近な祈り
を受けとめる神様です。
飯山市域にある八体の道祖神
のうち、五束にあるものは唯
一の双体道祖神で、男神が笏
を、女神が扇を持ち、穏やか
な表情で寄り添っています。
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寒椿　手芸サロン　ちぎり絵グループ　飯山水墨画協
会（ゆきわり水墨会　椿の会　水墨会　墨窿会　水曜
会　すみれ会）　千曲みずゑ会　木香会　飯山市書道
協会　飯山市華道会（草月流　草月流　池坊　梶井宮
御流　池坊）　写楽会　サロン・ド・ライチ　

オカリナサークル「憩吹 -ibuki-」オカリナサークル「ヴィ・
ヴァーチェ」オカリナサークル「青い鳥」　簡化二十四
式太極拳　老人大学OBコーラス　ハワイアンフラア
ロハ・ハイビスカス＆ハウ　女声合唱団フィオーレ　
花房会　ダンスサークルたくみ　白鳥バレエ学園飯山
教室　飯山ハーモニカクラブ　尺八同好会　

コールかたくり　Mickey with friends  AQUAaqua
みすじ会　ザ・メイプル　飯山市民劇団「土」　HERO’
S　コーロ・カメリア　みゆき野吹奏楽団　飯山混声合
唱団　菜の花いいやま　河藤たつ千代社中　コーロ・
エテルナ　飯山子どもと本をよむ会　しろやま道場　
こはる日の会　轟昭二　西川幹雄　島田美代

飯山日本画協会（あじさいの会　こぶしの会　楓の会）
パッチワークみゆき野　北信日本画研究会　墨悠会　
滝沢久保　武田仁守　上野揮誠　今清水重之　松澤
吾郎　小林幸雄　松澤芳宏　上野幸二　村松和夫　
柳原陶芸クラブ
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平
成
23
年
度
よ
り
、
市
公
民
館

を
ご
利
用
し
て
い
だ
た
い
た
時
の
、

冷
暖
房
料
の
お
支
払
い
方
法
が
変
更

に
な
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
部
屋
を
ご
利
用
に
な
っ

た
後
に
、
冷
暖
房
機
の
使
用
を
確
認

の
上
、
料
金
の
お
支
払
い
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
注
）
部
屋
の
使
用
料
に
つ
い
て
は

従
来
ど
お
り
、
使
用
前
に
お
支
払

い
い
た
だ
き
ま
す
。

（
社
会
教
育
関
係
団
体
は
免
除
）

　
３
月
５
日
（
土
）
の
午
後
１
時

30
分
か
ら
、講
師
に
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ

ス
タ
ー
の
宮
川
俊
二
氏
を
お
迎
え

し
、
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
前
日
ま
で
の
雪
模
様

と
う
っ
て
変
わ
っ
て
晴
天
に
恵
ま

れ
、
多
く
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

参 加 者 募 集 ！ ロビー・コンサート　
普段の練習の成果を、発表してみませんか？
きれいな音色・歌声をホールに響かせてみませんか？

場　　所：飯山市公民館ホール
日　　時：４月２３日・２４日の開催時間中
申込締切：４月１０日（日）
詳しくは市民芸術祭事務局までお問い合せください。

　
「
ニ
ュ
ー
ス
の
目
」
と
い
う
演

題
で
、
長
年
報
道
の
現
場
に
い

る
経
験
や
知
識
を
基
に
、
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の

中
で
、
特
に
何
度
も
触
れ
て
い
た

の
は
、〝
視
聴
率
〞
と
い
う
言
葉
、

そ
こ
か
ら
皆
さ
ん
が
今
何
を
知
り

た
い
か
、
見
た
い
か
と
い
う
こ
と

が
、
す
ぐ
に
わ
か
る
。
そ
の
事
を

考
え
て
、
番
組
を
つ
く
る
上
で
の

苦
労
話
。
ま
た
長
い
経
験
の
上
で

の
〝
声
〞
の
重
要
さ
、
相
手
の
耳

に
聞
こ
え
る
声
の
感
じ
で
印
象
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
相
手
へ

の
第
一
印
象
は
、
見
た
目
だ
け
で

は
な
く
、
声
も
大
事
な
ん
で
す
よ

と
、
時
に
は
裏
話
も
交
え
な
が
ら

語
り
か
け
る
口
調
、
い
い
お
声
で

お
話
し
い
た
だ
い
た
姿
が
印
象
的

で
し
た
。　

△ 真剣に聴き入る来場者の皆さん

伝統文化シンポジウム
小菅の柱松行事 重要無形民俗文化財指定記念

期日：３月２７日（日）午前９時３０分～１２時
場所：飯山市公民館　入場無料（どなたでも参加できます）
午前 9時 30分　①開会 ②あいさつ ③講師紹介
午前 9 時 40分　基調講演
　　　重要無形民俗文化財「小菅の柱松行事」
　　　文化庁主任文化財調査官　菊池健策先生
10時 10分  　　提言  地域と伝統文化
　　　信州大学副学長　笹本正治先生
10時 40分　　  休憩
10時 50分　　  シンポジウム
　　　「小菅の柱松行事から見えてくること」
　　　コーディネーター：笹本正治先生
　　　パネリスト：菊池健策先生
　　　　　　　　　巻山圭一先生（柱松調査民俗グループ代表）　　

梅干野成央先生（信州大学工学部助教）


